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月　

日
（
火
）
岩
美
町
防
災
訓

10

23

練
が
岩
美
西
小
学
校
、
網
代
地
区
社

会
体
育
施
設
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
午
前
９
時　

分
頃
、
鳥

30

取
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
、
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
て
、
家
屋

が
倒
壊
し
、
各
所
で
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
海
岸
部
で
は
津
波
、
山
間

部
で
は
土
砂
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
た
。

　

大
谷
、
網
代
地
区
住
民
を
始
め
、

岩
美
西
小
児
童
、大
岩
保
育
所
園
児
、

防
災
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
名
が
参

加
し
、
初
期
消
火
訓
練
や
起
震
車
体

験
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
（
煙
）
体
験
、

自
衛
隊
・
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者

は
訓
練
を

通
し
て
、

い
つ
起
こ

る
か
分
か

ら
な
い
災

害
へ
備
え

る
気
持
ち

を
新
た
に

し
て
い
ま

し
た
。

������������

　
　

月　

日
（
金
）
役
場
前
を

10

12

通
過
す
る
車
両
に
対
し
、
高
齢

者
の
事
故
防
止
、
夕
暮
れ
時
の

走
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交

通
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

中
国
で
は
、
旧
暦
の
８
月　

日
を
「
中
秋
」

15

と
呼
び
、
月
を
眺
め
な
が
ら
家
族
や
仲
間
と

食
卓
を
囲
み
幸
せ
で
円
満
な
生
活
を
祈
り
ま

す
。
こ
の
中
国
の
伝
統
的
な
風
習
に
な
ら
い
、

９
月　

日
（
木
）
に
中
央
公
民
館
で
「
中
秋

27

節
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

諍
友
会
員
中
心
に
準
備
・
運
営
を
行
い
、

鳥
取
大
学
の
中
国
人
留
学
生
や
地
元
企
業
の

中
国
人
研
修
生
の
方
と
と
も
に
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
約
１
３
０
人
が
集
ま
り
、

中
国
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
「
月
餅
（
げ
っ
ぺ
い
）」

や
留
学
生
の
手
作
り
ぎ
ょ
う
ざ
、
鳥
越
の
お

に
ぎ
り
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

中
国
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
諍
友
会
に

興
味
を
持
た
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是

非
、
事
務
局
（
役
場
自
立
推
進
課
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
。
私
た
ち
と

一
緒
に
中
国
文
化
に
ふ
れ

あ
い
ま
し
ょ
う
！
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